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「輝け未来 受け継ぐ伝統」
～村制施行五十周年に寄せて～

本村は、昭和三十一年九月三十日、松川を挟んだ高

井・山田両村が合併し、住民の大きな期待のもとに、新

村高山村として発足しました。以来、今日の高山村の発

展を見てまいりましたことは、先人の皆様を始め村民の

皆様のご尽力の賜物であり、関係各位に心から敬意と

感謝を申し上げます。

これまでの五十年を顧みますと、厳しい財政状況下

にありながら、道路、橋、上下水道、学校など重要な施

設が着実に整備されるとともに、一茶館や村誌編纂など

文化の薫り高い村づくりが着 と々進められ、改めて本村

の持つ歴史の重みと先人のご努力に筆舌に尽くし難い

感慨を覚えます。

私たちは、村制施行五十周年を契機に、恵まれた豊

かな自然と先人の英知により受け継がれてきた歴史と伝

統のある高山村を誇りに思い、次の百周年に向けてしっ

かり引きついでいかなければなりません。

本村では、将来を担う子供たちの健やかな成長を願

い、平成二十年の開所に向け統合保育所の建設をはじ

め、恵まれた自然条件を活かした世界に通じるワインぶ

どうの産地化、食の安全安心な農作物の栽培、ホタルの

里づくりなど、豊富な温泉観光地との連携による活力あ

る産業振興を図るとともに、豊かな自然と農山村の原風

景を保全し、後世に引き継いでいくための景観条例の制

定に向け、村民の皆様とともにかけがえのない自然を大

切にした村づくりを進めております。

本誌は、村制施行五十周年を記念し、これまで歩んで

きた道程に思いを馳せ、現在を見つめ、そして輝かしい

未来に向け村民の皆様と力強く歩んでいくためのメッセ

ージです。

夢と希望と誇りのもてる活力ある村づくりに、なお一

層のご支援ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

高山村長
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